
重症妊娠悪阻の妊婦との関わりを通して

はじめに

つわりとは妊娠５週～６週頃から出現する悪

心や嘔吐などの消化器系症状のことである。妊

婦の 50％～80％が経験し症状の多くは一過性

で妊娠 12 週～16 週頃までには自然に消失する。  

しかし稀につわりの症状が悪化し治療が必要

になるものがある。これを重症悪阻をいう。症

状として食物の摂取困難による栄養障害・体重

減少の他、様々な症状が出現する。一般的なつ

わりと比べ、全妊娠の１％～2％に発生する。

原因として、精神的要因が考えられ妊娠に・分

娩に対する不安や、恐怖心、ストレスなどが関

与していると言われている。

当院では、重症悪阻による治療で、IVH を行

うことは稀である。今回重症悪阻より IVH を行

いながら入院生活を送った経産婦に話を聴くこ

とができた。

今回の事例を通して今後の看護に活かせる個

別性のある関わりについて検討する。

Ⅰ．事例紹介

１．患者紹介

A 氏、30 歳代、経産婦

２．入院までの経過

１月２６日悪阻症状軽度あるが仕事は可能。

パンとミカンは食べることができていたが、受

診の３～４日前より食事摂取できず２月１日受

診

検査結果（入院時）

尿蛋白（１＋）

尿蛋白（１＋）

尿ケトン（３＋）

ビリルビン（－）

３．入院期間

妊娠９週０日から妊娠１７週６日

Ⅱ．倫理的配慮

入院後、研究の趣旨を説明し、プライバシーを

保護し、対象が特定されないこと、患者様の情

報を研究以外に使用しないことを説明し同意を

得た。

Ⅲ．入院時の状態

A さんは二人目が欲しいという思いがあり第

二子妊娠がわかった時にはとても嬉しかったと

言われた。しかし第一子の時にも悪阻による入

院を経験しているため、またつわりはあるだろ

うという思いだったと言われる。

入院一週間前より悪阻症状として嘔気・嘔吐

が続き食事摂取困難となり２月初旬入院される。

入院してからは、絶食となり輸液による治療が

行われた。悪阻症状は変わらず夕方になると症

状が悪化するようだった。調子が良い時には飴

を食べることができるようになった。一時的に

調子が良くなるともう大丈夫かと思い、再び悪

阻症状が現れるとショックを受けられていた。

その後も症状が軽快せず IVH による治療の

話が出た時には IVH は末期の人や栄養摂取困

難な高齢者がするものだという考えがあり、ま

さか自分がするなんて・・・ととてもショック

を受けておられた。

妊娠 13 週 3 日目に IVH 挿入となり、IVH 施

行前にはエコーにて胎児チェックを行い、それ

を見て「これで気合いが入った」と言われるが

不安は強く、終了後には「つわりより全然楽だ



った」と言われ、輸液開始後より表情も良くな

り「気分が楽になりました。」と話された。

しかし輸液開始した翌日には「唾液が常に出

てきてしんどい」という発言があり苦痛表情が

見られた。その後も嘔気は継続し、嘔吐はなか

ったが唾液の分泌は活発で唾液を飲むだけで胃

のむかつきがあった。

妊娠 14 週 4 日目には徐々に悪阻症状が落ち

着いてくる。妊婦検診も問題なく、胎児の発育

は順調であった。しかし体重が 1 週間で 2、3
㎏増加していた。体重増加について A さんはと

ても気にされており翌日より輸液量減量となる。

妊娠 15 週 3 日目になると空腹感が出現し、

「昼から何か食べられるかも」と言われたので

栄養士にコンタクトをとり経口摂取を検討して

もらうことになる。同日昼食よりパン・サラダ

が出るが、少量ずつ摂取できる。摂取後嘔気・

嘔吐はなく表情も良い。

妊娠 17 週０日悪阻症状の悪化なく経過し、

食欲も出て、食事摂取量増加してきたので IVH
抜去となる。その後常食も摂取良好となり外泊

をした後に退院となった。

Ⅳ．看護の実際

１．

私が知覚したこと 私が考えたり感じたこと 私の言動 考察

① 2 週４日

入院してから４週

間 が 経過 して い

る。

表情は暗くベッド

に横になっている

④「変わりないで

す」

⑦表情良く「見ま

した。すごいです

ね。なんか勇気も

らえました。」

⑩「本当ですよね。

感心します。私も

頑張らないとって

思いました。」

② 元 気 な さ そ う だ

な・・・

体調はまだ良くなさそう

⑤変わりないっていつも

聞くけど、私ならいつも

同じことを聞かれても嫌

かな。質問を変えてみよ

う

⑧少し表情が良くなっ

た。テレビの話をして良

かった。

⑪話題を変えたことで治

療への意欲が聞けた。ず

っと居ってもいけんか

な。

③「調子はどうです

か」

⑥「そうですか。と

ころでオリンピック

のテレビみました」

⑨「勇気もらえて良

かったですね。すご

いプレッシャーかか

りそうですね。」

⑫「そうですね。あ

まり無理をしないよ

うにしましょうね。

それでは失礼しま

す。」

⑤に思ったが観察をする

うえで大まかにせず、吐き

気はどうですかなど細か

く聞くようにしたらよか

った。しんどい時に同じ質

問をするのではなく各勤

務で得た情報を活かして

「ずっと続いていますね。

しんどいですね」と伝える

ようにしたらよかった。

話題を変えたことは気

分転換になり、治療への意

欲があることが確認でき

た。また、表情も暗かった

のが明るくなるなど変化

がわかった。

しかし長時間話をして

いいいか戸惑いながら接

したため短時間で退室し

た。しんどい時にいくら話

題を変えても長時間にな

ると苦痛になるので短時

間で退室してよかったと



思う。

２．

私が知覚したこと 私が考えたり感じたこと 私の言動 考察

①IVH にて状態が

落ち着いてきたの

で話を聞いた

③「そうですね。

入院した頃が一番

つらかったです。

吐いて、横になる

とまた吐いて・・・

がずっと続いてい

ました。」

⑥「眠れてないこ

とはないです。む

しろ眠れた時だけ

吐くことがなかっ

たです。」

⑨「『また見に来ま

す』って言われて

も気になって寝て

なかったりしまし

たね。看護師さん

によっては早く点

滴が終わることも

あったし。」

⑫「刺される時の

痛みでつわりから

気が紛れるので苦

痛ではなかったで

す。」

⑮「IVH は末期の

人や栄養摂取困難

な人がするものだ

という考えがあり

まさか自分がする

なんて・・・とと

③ 吐き気が続けば寝る

こともできないんじ

ゃないかな

⑦体も休まらないしつら

いだろうな。スタッフが

訪室する度どう思ってい

たのかな

⑩点滴が気になって眠れ

んかった時もあったん

だ。早く終わるようにし

たら良かったな。けど

度々訪室するのも悪い

し・・・

⑬点滴も苦痛のはずなの

に刺される痛みで気が紛

れるくらい、つわりが苦

痛だったんだ

⑯職業柄 IVH に対するイ

メージがあったんだ。そ

う思っていたら自分がす

るとわかった時は相当シ

ョックだろうな

②「一番つらかった

時期は入院してすぐ

の頃ですか」

⑤「じゃあ入院した

頃はあまり眠れなか

ったですか。」

⑧「点滴の交換など

で部屋に行ったら眠

れんかったんじゃな

いですか。」

⑪「点滴がなかなか

終わらんこともあっ

たし、刺し替えした

りして苦痛ではなか

ったですか。」

⑭「そうでしたか。

IVH の話が出た時ど

う思われました。」

嘔吐により休息が得られて

いなかったことがわかっ

た。

つまり A さんは健康な人が

行う生活を送ることができ

ていなかった。

それを解消するためにも日

中で点滴を終わらせること

は A さんにとって夜間の休

息の時間を確保するために

必要な援助だったと思う

が、実際は長時間点滴を行

っていた。

刺し替えなど A さんにとっ

ては悪阻症状の苦しさから

苦痛ではなかったというこ

とがわかり、悪阻症状の辛

さに気づくことができた。

IVH を行った際にもつわり

より楽であったと言われた

が、A さん自身で不安の解

消のためにサイトなどで同

じ経験をした人を探してい

たと考えられる。その結果



てもショックでし

た。」

⑯「不安でしたね。

ネットでいろんな

サイトとか見て自

分と同じような人

はいるんだろうか

と思いながら見て

いました。」

⑲「いましたよ。

IVH をして元気な

赤ちゃんを産んだ

という人がいまし

た。ここの病院で

は珍しいけど、大

きな病院では、珍

しくないことがわ

かりました。」

⑰初めての経験だし、サ

イトで調べるくらい不安

に思われていたんだな。

この病院ではあまりない

ことだし不安を解消する

ために自分なりに悪阻で

IVH をする症例がないか

調べて安心したのかな

同じ経験をした人はいた

のかな

⑳A さんも少し安心した

のではないかと思う。同

じような経験をした人が

一人でもいると気持ちが

違うと思うな。同じよう

な人の経験を知ることで

今の自分の状態を受け入

れることができたのだと

思う。

⑮「そうですよね。

病院では高齢者ばか

りするし、そういう

イメージも湧きます

よね。そんなイメー

ジもあれば IVH の時

は不安でしたか」

⑱「他にも同じ経験

をした人はおられま

したか。」

同じ経験者がいたことで A
さんの不安も軽減したと言

える。

IVH をすることが不安で自

分なりに情報を調べ、同じ

ような人がいるとわかり安

心された。このことは A さ

んの中で解決された問題だ

と思う。しかしながらより

身近な私たち看護者がいろ

んな情報をもっと提供でき

ていればさらに安心するこ

とができたのではないかと

思う。



３．

私が知覚したこと 私が考えたり感じたこと 私の言動 考察

②「入院してすぐ

の頃には誰とも話

したくないと思っ

ていました。『今日

はどうですか』と

聞かれても状態は

変わらないのと、

変わりませんとい

うのが申し訳なか

ったです。他の話

をしてもらうと気

分転換にもなって

嬉しかったです。

例えば今日の天気

だったり症状とは

違う事を話したり

してもらうと嬉し

かったです。」

③いつも症状など同じこ

とを聞くよりもこちらか

ら普段のような会話をす

ると気持ちが違ったんだ

な。状態観察のための質問

も A さんにとってはスト

レスになっていた可能性

がある

①「入院中誰かと話

したい気分になりま

したか」

入院中を振り返り、同じ

返事をすることに申し訳

ないという気持ちや遠慮

の気持ちがあったことが

わかった。同じ質問をされ

るとそれがストレスにな

っていた可能性がある。

その日の状況で症状の

聞き方や会話を工夫すれ

ばよかった。



４．

私が知覚したこと 私が考えたり感じたこと 私の言動 考察

②「入院した頃が

一番つらかったで

す。」

⑤「動く度に嘔吐

をして、トイレも

我 慢 して いま し

た。」

⑧「赤ちゃんがい

なければこんなつ

らい思いをしなく

て済むのに・・・

と思ったことも一

時期ありました。」

⑪「妊婦検診の時

にエコーを見て赤

ちゃんが成長して

いることがわかっ

てあんなこと思っ

て悪かったと思っ

ています。」

⑭「エコーを見ら

れることは嬉しい

けど動くのもつら

かった時は苦痛で

した。」

③入院した頃が一番つら

かったんだ。どんな風に

つらかったんだろう

⑥トイレも我慢するくら

い症状がつらかったんだ

な

⑨妊娠が嬉しいと思う気

持ちとつわりの症状がつ

らいと思う両方の気持ち

の葛藤があったんだ

⑫葛藤があったが、妊婦

検診時のエコーを見たこ

とによって子供の成長が

確認でき A さんが前向き

になった要因となってく

れた

①「入院中一番つらかっ

た時期はいつですか」

④「どんな風につらかっ

たですか」

⑦「動く度に吐くと動け

なくてつらいですね。ト

イレも我慢していたんで

すね。」

⑩「そうでしたか。今は

どうですか。」

⑬「赤ちゃんの成長が実

感できてよかったです

ね。エコーに行くのはつ

らくなかったですか。」

入院中一番つらかっ

た時期は悪阻症状によ

り自分の思うような行

動をすることが困難で

あった。

妊娠がわかった時に

は喜びがあったが、悪

阻症状の増悪に伴い自

分中心の考えになりア

ンビバレンスな感情が

出現していたことがわ

かった。しかしこの感

情は妊婦検診時のエコ

ーにより胎児の成長を

確認できたことで解消

できたと言える。

しかし、エコーを行

っても体調が悪い時に

は本人にとっては苦痛

な行為でしかないと言

える。胎児の観察のた

めに必要なことだが、

可能であれば A さんの

症状に応じて移動が困

難な場合は病棟でお願

いするなど配慮したり

苦痛の緩和につなげる

必要がある。

話を聴いて、症状に

ばかり注目しており、

ストレスなどの精神的

な影響について話を聴

くとよかったと思う。



Ⅴ．考察

今回Aさんと関わることができたのは限られ

た時間だったが、入院中関わった場面と退院後

当時の場面を振り返り比較することができた。

悪阻により IVH を行うケースは稀で A さん

自身も初めての経験であった。悪阻症状は人に

より様々であるが、A さんの場合は点滴を何度

も刺し替えると気が紛れるので苦痛ではなかっ

たと思うくらい悪阻の症状が苦痛だったことが

理解できた。

入院中には悪阻症状もひどく、私自身訪室す

ることにためらい遠慮し、戸惑いながら関わっ

た。しかし A さんもスタッフに気を遣うことも

多く、同じ質問をされことが苦痛だったとわか

りAさんの思いを受け止めて状態に合わせたコ

ミュニケーションの取り方や質問の仕方を考え

て訪室しなければいけないと思った。新道らは

「助産婦が妊婦の話に耳を傾ける機会を設け、

妊婦のアンビバレンスな感情を引き出すことが

できれば、そのような感情は軽減し、つわりと

いう身体的反応に対する心理的負荷を軽減し、

つわり症状自体を軽減させることもできる１）」

と述べており、話を聴くことは症状軽減のための方法の

一つと言え、助産師だけでなく看護師にも共通して言え

ることである。しかし聴くことが重複するとストレスの

原因となる可能性があるため注意しなければならない。

退院後に話を聴いた時は、入院中聴けなかった思いを

聴くことができた。

場面４ではアンビバレンスな感情があったが、エコー

を見て、胎児の成長を確認したことで感情だ落ち着いた。

行田らは「つわりの時期に超音波の胎児映像を見ること

によって妊婦は視覚的に我が子を実感し、感動しかわい

いと思うようになりつわりを乗り切ろうとしていると

考えられる」と述べており、A さんにとってもエコーを

見たことはつわりを乗り越えるための意識付けになっ

たと言えるが、A さんの状況に合わせて行う場所を選ぶ

とさらに良かったと思う

以上のことから 患者の話を聴く時間を設け、不安な

どの感情の表出を促すことや、つわりを乗り切るために

エコーなどを用いていくことは身体的・精神的援助につ

ながると言える。

Ⅵ．おわりに

今回 IVH による治療を行った妊婦と関わり、

自分の関わりの浅さを痛感したが振り返りなが

らコミュニケーションの大切さや情報を活かす

看護からケアにつなげる必要性を学ぶことがで

きた。この学びを今後の看護に活かしていきた

いと思う。
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